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高
齢
者
の
増
加
に
伴
っ
て

在
宅
に
お
け
る
歯
科
治
療
に

注
目
が
集
ま
る
な
か
、
臨
床

・
学
術
部
は
生
涯
研
修
講
座

「
訪
問
歯
科
診
療
を
当
た
り

前
の
こ
と
に
〜
歯
科
に
求
め

ら
れ
る
も
の
」
を
２
月
22

日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
い

た
。
講
師
は
、
鳥
取
県
米
子

市
で
開
業
す
る
足
立
融
氏
。

会
員
ら
70
人
が
参
加
し
た
。

　

足
立
氏
は
「
あ
る
先
生
が

話
し
て
い
た
こ
と
だ
が
」
と

前
置
き
し
た
上
で
、
シ
ョ
ッ

キ
ン
グ
な
話
題
か
ら
講
演
を

始
め
た
。「
介
護
度
が
重
症

化
し
た
時
、
歯
が
存
在
す
る

と
不
潔
に
な
り
、
細
菌
が
繁

殖
し
て
誤
嚥
性
肺
炎
の
危
険

性
が
増
大
す
る
。
無
歯
顎
の

方
が
口
腔
管
理
し
や
す
い
」

―
―
。

　

た
だ
、
現
状
で
は
高
齢
者

に
多
く
の
歯
が
残
存
し
て
い

る
が
、
要
介
護
に
な
っ
た
後

で
は
口
腔
ケ
ア
が
不
十
分
と

な
り
カ
リ
エ
ス
を
発
症
。
残

根
状
態
で
摂
食
困
難
と
な
っ

て
い
く
。
防
止
す
る
に
は

「
口
腔
ケ
ア
は
重
要
だ
が
、

訪
問
診
療
を
行
う
歯
科
医
、

特
に
歯
科
衛
生
士
の
絶
対
数

は
不
足
し
て
い
る
」
と
述
べ

た
。

　

子
ど
も
の
貧
困
を
考
え
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
２
月
22

日
、
大
阪
市
内
で
開
か
れ

た
。
保
育
士
や
教
師
、
医
師

ら
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

報
告
。
問
題
の
解
決
へ
向

け
、「
子
ど
も
た
ち
の
幸
せ

の
た
め
に
動
き
出
そ
う
」
と

　

橋
下
徹
大
阪
市
長
（
大
阪

維
新
の
会
代
表
）
が
進
め
る

大
阪
市
解
体
・
廃
止
構
想

（『
大
阪
都
』
構
想
）
の
是

非
を
問
う
住
民
投
票
や
統
一

地
方
選
が
迫
る
な
か
、
同
構

想
の
ス
ト
ッ
プ
や
維
新
政
治

ノ
ー
を
訴
え
る
府
民
集
会
が

３
月
19
日
、
大
阪
市
中
央
区

の
「
エ
ル
お
お
さ
か
」
で
開

か
れ
る
。
政
治
学
者
の
冨
田

宏
治
氏
（
関
西
学
院
大
学
教

授
）
が
講
演
し
、
医
療
・
教

育
・
文
化
な
ど
の
各
分
野
の

団
体
が
ス
ピ
ー
チ
す
る
。

　

主
催
は
、
府
内
の
市
民
団

体
や
労
働
組
合
な
ど
で
つ
く

る
「
明
る
い
民
主
大
阪
府
政

を
つ
く
る
会
」
と
「
大
阪
市

を
よ
く
す
る
会
」。
両
会
は
、

「
大
阪
市
を
廃
止
・
分
割
す

る
『
大
阪
都
』
構
想
を
止
め

た
い
、
と
思
う
皆
さ
ん
に
ぜ

ひ
集
ま
っ
て
ほ
し
い
」
と
参

加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

協
会
は
、
大
阪
市
を
廃
止

し
、
五
つ
の
特
別
区
に
分
断

す
る
橋
下
市
長
の
構
想
に
対

し
、
①
二
重
行
政
の
廃
止
に

よ
る
コ
ス
ト
削
減
は
偽
り
だ

っ
た
②
新
庁
舎
の
建
設
費
や

区
議
会
の
設
置
な
ど
で
８
５

５
億
円
も
の
新
た
な
無
駄
を

生
む
③
大
阪
市
の
財
源
・
権

限
が
府
に
吸
い
上
げ
ら
れ
、

医
療
費
助
成
や
歯
科
検
診
な

ど
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
切
り

捨
て
は
避
け
ら
れ
な
い
―
―

こ
と
な
ど
を
指
摘
。
維
新
府

政
の
６
年
間
で
医
療
・
介
護

・
福
祉
な
ど
の
府
民
施
策
が

１
７
７
０
億
円
削
ら
れ
た
こ

と
も
踏
ま
え
、
４
月
の
統
一

地
方
選
で
維
新
政
治
に
審
判

を
下
す
と
共
に
、
住
民
投
票

で
ノ
ー
を
突
き
つ
け
る
こ
と

を
訴
え
て
い
る
。

　

「
都
構
想
」
ス
ト
ッ
プ
！

維
新
政
治
ノ
ー
大
阪
府
民
集

会
▽
日
時
／
３
月
19
日

（
木
）
午
後
７
時
▽
会
場
／

エ
ル
お
お
さ
か
大
ホ
ー
ル

（
地
下
鉄
『
天
満
橋
』
駅
徒

歩
５
分
）
▽
参
加
費
／
無
料

し
て
、
▽
保
育
所
待
機
児
童

の
解
消
▽
学
校
給
食
の
無
料

化
▽
医
療
費
助
成
の
拡
充
―

―
な
ど
を
掲
げ
た
ア
ピ
ー
ル

を
採
択
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
協
会
を

含
む
市
民
団
体
な
ど
で
つ
く

る
「
子
ど
も
の
医
療
費
助
成

制
度
拡
充
を
め
ざ
す
大
阪
府

民
連
絡
会
」
が
主
催
。
子
ど

も
の
貧
困
率
が
過
去
最
悪
を

記
録
す
る
な
か
、
府
や
市
町

村
に
改
善
を
働
き
か
け
て
い

く
契
機
と
し
て
企
画
し
た
。

　

発
言
し
た
保
育
士
は
、

「
ダ
ブ
ル
ワ
ー
ク
の
一
人
親

家
庭
で
は
、
子
ど
も
が
一
人

で
朝
ま
で
過
ご
し
て
い
る
」

と
事
例
を
紹
介
。
生
活
困
窮

世
帯
の
子
ど
も
は
、
体
調
不

良
や
発
達
の
遅
れ
、
暴
力
的

な
ど
の
共
通
点
が
あ
る
と

し
、「
貧
困
が
心
と
体
に
悪

影
響
を
与
え
て
い
る
」
と
述

べ
た
。

　

児
童
福
祉
士
は
、「
虐
待

が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る

が
、
両
親
の
問
題
に
矮
小
化

し
て
は
な
ら
な
い
。
虐
待
に

ま
で
追
い
込
ん
だ
社
会
に
問

題
が
あ
る
。
困
難
を
抱
え
る

家
庭
を
公
的
責
任
で
支
え
な

け
れ
ば
」
と
訴
え
た
。

　

会
場
に
は
市
民
ら
１
０
０

人
超
が
訪
れ
、
深
刻
な
子
ど

も
の
実
態
に
耳
を
傾
け
た
。

　

介
護
予
防
に
は
「
低
栄
養

に
注
意
し
て
、
筋
ト
レ
、
口

腔
ケ
ア
が
重
要
」
と
指
摘
し

た
上
で
、
同
氏
は
「
高
齢
者

に
な
る
と
低
栄
養
に
な
り
が

ち
で
、
間
食
も
必
要
と
考
え

ら
れ
る
」
と
説
明
し
た
。

　

加
齢
と
と
も
に
口
腔
機
能

も
低
下
し
、
喉
頭
が
下
垂

し
、
唾
液
の
分
泌
も
低
下
す

る
。
筋
力
も
衰
え
て
い
る
た

め
食
物
を
飲
み
込
み
に
く
く

な
る
。「『
ゆ
っ
く
り
咬
む
』

『
口
の
中
を
湿
ら
せ
る
』

『
細
か
く
し
て
か
ら
食
べ

る
』
な
ど
の
食
べ
方
の
指
導

も
大
切
」
と
強
調
し
た
。

　

ま
た
、
回
復
期
入
院
の
患

者
さ
ん
に
歯
科
医
、
衛
生
士

が
関
わ
る
こ
と
で
接
触
困
難

な
口
腔
状
態
を
減
ら
せ
る
と

考
え
ら
れ
る
、
と
指
摘
。
同

氏
は
、
衛
生
士
を
病
院
に
派

遣
常
駐
さ
せ
て
口
腔
ケ
ア
の

プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
介
護
職

の
協
力
の
下
で
成
果
を
挙
げ

て
き
た
経
験
を
語
っ
た
。

 

（
東
住
吉
区
・
森
啓
）

　

大
阪
歯
科
協
会
が
２
月

19
日
に
取
り
組
ん
だ
国
会

行
動
の
要
請
議
員
は
次
の

通
り
。

【
面
談
】

衆
院
〈
共
産
〉
清
水
忠
史

参
院
〈
共
産
〉
辰
巳
孝
太

郎【
秘
書
対
応
】

衆
院
〈
自
民
〉
と
か
し
き

な
お
み
、
北
川
知
克
、
中

山
泰
秀
、
左
藤
章
、
原
田

憲
治
、
竹
本
直
一
、
大
隈

和
英
、
長
尾
敬
、
宗
清
皇

一
、
岡
下
昌
平
、
佐
藤
ゆ

か
り
、〈
民
主
〉
辻
元
清

美
、
平
野
博
文
、〈
維

新
〉
井
上
英
孝
、
浦
野
靖

人
、
松
浪
健
太
、
遠
藤

敬
、
馬
場
伸
幸
、
足
立
康

史
、
木
下
智
彦
、
谷
畑

孝
、
丸
山
穂
高
、
伊
東
信

久
、
吉
村
洋
文
、〈
公

明
〉
北
側
一
雄
、
伊
佐
進

一
、
國
重
徹
、
浮
島
智

子
、
樋
口
尚
也
、〈
共

産
〉
宮
本
岳
志

参
院
〈
自
民
〉
太
田
房

江
、
北
川
イ
ッ
セ
イ
、
柳

本
卓
司
、〈
民
主
〉
尾
立

源
幸
、〈
維
新
〉
東
徹
、

〈
公
明
〉
石
川
博
崇
、
杉

久
武
、
山
本
香
苗
、〈
共

産
〉
山
下
芳
生

 

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

回復期の入院患者への積極的な訪問診療を呼びかける
足立融氏（正面）＝２月22日、Ｍ＆Ｄホール　　　　

２
月
度
生
涯

研
修
講
座

子どもの貧困

歯科に求められる訪問診療
「食べ方の指導も重要」と足立氏

問
題
解
決
へ
動
き
出
そ
う

大
阪
市
解
体
ノ
ー

大
阪
市
内
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

３
月
19
日
に
府
民
集
会

２・
19
国
会
行
動

要
請
議
員
一
覧

　協会では「ランニングサークル」を立ち上げ
ます。
　それに伴い、10月25日開催の「第５回大阪マ
ラソン」のグループ申込者を募集します。出場
の可否は抽選となりますが、今後は練習会も開
催する予定です。経験者・初心者問いません。
ぜひ一緒に走りましょう。
【大阪マラソン2015概要】
▽10月25日（日）午前９時スタート
▽フルマラソン（42.195㌔・制限時間７時間）
【グループ申込者募集概要】
「大阪府歯科保険医協会」としてグループエン
トリー（１グループ７人まで）します。
エントリー代：15000円（当選した際に必要）
申込締切：４月15日まで
※ お申し込み、お問い合わせは協会組織部
（TEL06-6568-7731）まで。企画の詳細は申
込者に改めてご案内します。

大阪マラソングループ申込者募集


